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１ . 1 6・ 1 7世 紀 近 代 合 理 主 義 思 想 に 基 づ き 自 然 科 学 の 研 究 が 急 速 に 発 達 し 1、 、

そ の 成 果 が 社 会 ・ 経 済 に 大 き な 進 歩 を 促 し た 一 大 変 化 。

２ . 「 理 性 の 光 」 に 照 ら し て 、 前 近 代 的 で 不 合 理 な 権 威 ・ 思 想 や 制 度 ・ 慣 習 2

を 批 判 し 、 人 間 社 会 の 進 歩 を 信 じ る 思 想 。

３ . 産 業 革 命 期 の 織 機 や 紡 績 機 の 発 明 ・ 改 良 に 典 型 的 な 「 技 術 革 新 。 3」

４ . 環 境 ・ 資 源 問 題 に 対 処 す る た め に 、 必 要 性 が 高 ま っ て い る 新 し い 倫 理 。 4

５ . 次 の 世 代 に 対 し て 、 今 の 世 代 が 「 つ け 」 を 回 さ な い 責 任 を 負 う こ と 。 5

６ . 高 度 情 報 化 問 題 に 対 処 す る た め に 、 必 要 性 が 高 ま っ て い る 新 し い 倫 理 。 6

７ . 第 一 次 産 業 （ 農 ・ 林 ・ 水 産 ） 中 心 の 前 近 代 に お い て 重 視 さ れ た 、 共 同 体 7

の メ ン バ ー 同 士 を 結 び つ け る 二 つ の つ な が り 。

８ . 高 齢 者 （ 65歳 以 上 ） の 、 総 人 口 に 占 め る 割 合 が 14％ 以 上 の 社 会 。 8

９ . 高 齢 者 （ 65歳 以 上 ） の 、 総 人 口 に 占 め る 割 合 が ７ ％ 以 上 の 社 会 。 9

1 0 . B O O K 2 0世 紀 、 米 国 の 社 会 学 者 リ ー ス マ ン の 主 著 、 大 衆 社 会 を 分 析 。 10

1 1 . P E R S O N 2 0世 紀 、 米 国 の 社 会 学 者 。 大 衆 社 会 の 人 間 が 他 人 指 向 型 に な 11

っ て い る こ と な ど を 指 摘 。

1 2 . リ ー ス マ ン が 、 現 代 大 衆 社 会 に 生 き る 人 々 を 「 孤 独 と 不 安 か ら 他 者 の 12、

承 認 を 強 く 要 求 し 、 そ の 評 価 を 生 き る 基 準 と す る 」 と 類 型 化 し た も の 。

13 . グ ロ ー バ ル 時 代 の 国 際 社 会 に お い て 、 そ の 克 服 が 課 題 に な っ て い る 自 民 13

族 中 心 主 義 。 複 数 民 族 を 国 民 と す る 国 家 の 、 国 内 に お い て も 乗 り 越 え ら れ

な け れ ば な ら な い 。

T. Q .「 科 学 技 術 の 発 達 が も た ら し た マ イ ナ ス 面 を 改 善 す る 倫 理 と は ？ 」

T. A .

近 代 ヨ ー ロ ッ パ の 合 理 主 義 的 な 考 え 方 が も た ら し た 科 学 革 命 や 産 業 革 命 は 、 私 た ち の 生 活 を

物 質 的 に 豊 か に す る 一 方 で 、 地 球 規 模 の 環 境 問 題 を 招 い て 生 態 系 を 破 壊 し た り 、 高 度 情 報 化

に と も な う ネ ッ ト 社 会 の 人 権 侵 害 な ど の 問 題 を 現 代 に 生 じ さ せ た 。 そ こ で 現 代 で は 、 環 境 倫

理 や 情 報 倫 理 の 必 要 性 が 叫 ば れ て い る 。


